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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物の全重量に対して
－　８５％ｗ／ｗ以上の（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール；
及び
－　１５％ｗ／ｗ以下の（Ｅ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール；
を含む、前記組成物。
【請求項２】
　前記組成物の全重量に対して
－　９０％ｗ／ｗ以上の（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール；
及び
－　１０％ｗ／ｗ以下の（Ｅ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　９５％ｗ／ｗ以上の（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールから
なることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　付香組成物又は付香された物品の香気特性を付与、強化、改善又は修正する方法であっ
て、前記組成物又は物品に有効量の請求項１から３までのいずれか１項に規定された組成
物を付加することを含む、前記方法。
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【請求項５】
　グリーンタイプ及びフローラルタイプの香調を付与することを特徴とする、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　付香組成物であって
ｉ）請求項１から３までのいずれか１項に規定された組成物；
ｉｉ）香料担体及び香料ベースからなる群から選択される少なくとも１つの成分；及び
ｉｉｉ）任意に少なくとも１つの香料補助剤
を含む、前記付香組成物。
【請求項７】
　請求項１から３までのいずれか１項に規定された組成物を含む付香消費者製品。
【請求項８】
　香料、ファブリックケア製品、ボディケア製品、空気ケア製品又はホームケア製品であ
ることを特徴とする、請求項７に記載の付香消費者製品。
【請求項９】
　香水、コロン、アフターシェーブローション、液体又は固体洗剤、布地用柔軟剤、ファ
ブリックリフレッシャー、アイロン水、紙、漂白剤、シャンプー、着色調製物、ヘアスプ
レー、バニシングクリーム、脱臭剤又は制汗剤、付香石鹸、シャワー用の若しくはバス用
のムース、オイル若しくはジェル、衛生製品、エアフレッシュナー、「すぐに使用できる
」粉末エアフレッシュナー、ワイプ、食器用洗剤又は硬質表面洗剤であることを特徴とす
る、請求項７に記載の付香消費者製品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の属する技術分野
　本発明は、香料の分野に関する。更に詳細には、本発明は、８５％ｗ／ｗ以上の（Ｚ）
－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールと１５％ｗ／ｗ以下の（Ｅ）－５
，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールを含む組成物に関する。前記組成物は
、有用な香料成分であり、従って、本発明は、付香組成物の一部又は付香消費者製品の一
部として本発明の化合物を含む。
【０００２】
　従来技術
　本発明者らの知る限り、本発明の組成物は新規である。
【０００３】
　しかしながら、米国特許第２８３８５７６号の文献では、本発明の組成物を包含する一
般式が報告されており、これは「ベルガモット－ラベンダー」の香調を付与するための香
料成分として有用な化合物を記載している。前記文献には、二重結合の配置に関する特定
の要件についての記載がなく、２，４，８－トリメチルノナ－２，７－ジエン－４－オー
ル異性体の定義されていない組成物のみ記載されているが、該組成物は、本発明の組成物
と比較して顕著に異なる香気特性を有する。
【０００４】
　発明の詳細な説明
　本発明者らは、ここで驚くことに、組成物の全重量に対して、
－　８５％ｗ／ｗ以上の（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール；
及び
－　１５％ｗ／ｗ以下の（Ｅ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール
を含む組成物を、例えば、フローラル、グリーンタイプの香調を付与するための、付香成
分として使用できることを見出した。
【０００５】
　本発明の組成物の各化合物は、そのエナンチオマー又はそれらの混合物のいずれか１つ
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の形であり得る。特定の実施形態によれば、組成物はラセミ体の形である。
【０００６】
　本発明の特定の実施形態によれば、本発明の組成物は、組成物の全重量に対して
－　９０％ｗ／ｗ以上の（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール；
及び
－　１０％ｗ／ｗ以下の（Ｅ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール
を含む。
【０００７】
　本発明の特定の実施形態によれば、本発明の組成物は、実質的に（Ｚ）－５，９－ジメ
チルデカ－３，８－ジエン－５－オールからなる、即ち、シス異性体は、９５％ｗ／ｗ以
上、又は更に９８％ｗ／ｗ以上若しくは９９％ｗ／ｗ以上を占める。この化合物は、上品
なフローラルとグリーンのノートの二重性を有する。フローラルノートは、ホワイトフロ
ーラルの方向であるが、顕著で且つ評価されるスミレのようなツイストを有する一方、グ
リーンノートは、シス－３－ヘキセノール、セージ及びスミレ葉の様相を有するスパーク
リングで且つフレッシュなノートである。この化合物の香気は、シトラス－ベルガモット
のノートを全く又は顕著に示さない。この化合物は、特に、そのフローラル及びグリーン
の二重性と付香組成物に顕著な立ち上がりとボリュームを付与／維持するその能力とにつ
いて当業者によって評価されている。
【０００８】
　本発明の組成物の香気特性は、従来技術の観点から非常に驚くべきものである。実際に
、本発明の組成物の香気を従来技術の組成物の香気と比較した場合、又は２，４，８－ト
リメチルノナ－２，７－ジエン－４－オールの香気と比較した場合、その違いは顕著であ
り、本明細書において以下の表１のように記載することができる。
【０００９】
　本発明の組成物は、スパークリングなフローラル／グリーンの二重性を付与することに
より、調香師のパレットの穴を埋めるものと当業者に見なされている。
【表１】

【００１０】
　５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールの（Ｅ）異性体は、（Ｚ）異性体
と比較して著しく異なる興味のわかない官能プロファイルを有する。従って、（Ｅ）が少
量である時、５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールのセージの特性のみ知
覚可能であるが、そうでなければ、（Ｅ）の化学的特性が嗅覚プロファイルを支配する。
更に一層驚くべきことに、（Ｚ）異性体も（Ｅ）異性体も、米国特許第２８３８５７６号
に報告された「ベルガモット・ラベンダー」香調を付与する。この違いは、本発明の組成
物及び従来技術の組成物が、それぞれ様々な用途に適切であることにつながる、即ち、異
なる官能的印象を与えることにつながる。
【００１１】
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　上記のように、本発明は、本発明の組成物の付香成分としての使用に関する。換言すれ
ば、本発明は、付香組成物又は付香された物品の香気特性を付与、強化、改善又は修正す
る方法であって、前記組成物又は物品に有効量の本発明の組成物を付加することを含む前
記方法に関する。
【００１２】
　本発明の特定の実施形態によれば、前記使用又は方法は、フローラルタイプ、グリーン
タイプの香調を付与するためのものである。
【００１３】
　「本発明の組成物の使用」とは、本明細書では、香料産業で有利に使用され得る本発明
の組成物を含有する任意の付香組成物の使用であると理解されるべきである。
【００１４】
　実際に、付香成分として有利に利用され得る前記付香組成物も、本発明の対象である。
【００１５】
　従って、本発明の別の対象は、
ｉ）付香成分としての、上記で定義された本発明の組成物；
ｉｉ）香料担体及び香料ベースからなる群から選択される少なくとも１つの成分；並びに
、
ｉｉｉ）任意に少なくとも１つの香料補助剤
を含む、付香組成物である。
【００１６】
　「香料担体」とは、本明細書では香料の観点から実質的に中性である材料、即ち、付香
成分の官能特性を大幅に変化させない材料を意味する。前記担体は液体又は固体であって
もよい。
【００１７】
　液体担体として、非限定的な例としては、乳化系、即ち、溶剤及び界面活性剤系、又は
香料において通常使用される溶剤が挙げられ得る。香料において通常使用される溶剤の性
質及び種類の詳細な説明は、やり尽くすことができない。しかしながら、非限定的な例と
しては、ジプロピレングリコール、ジエチルフタレート、イソプロピルミリステート、ベ
ンジルベンゾアート、２－（２－エトキシエトキシ）－１－エタノール又はエチルシトレ
ートなどの溶剤を挙げることができ、これらは最もよく使用されている。香料担体及び香
料ベースの両方を含む組成物の場合、既に特定されたもの以外の他の適切な香料担体は、
エタノール、水／エタノール混合物、リモネン又は他のテルペン、イソパラフィン、例え
ば、商標Ｉｓｏｐａｒ（登録商標）（製造元：エクソンケミカル（Exxon Chemical））の
下で知られているもの又はグリコールエーテル及びグリコールエーテルエステル、例えば
、商標Ｄｏｗａｎｏｌ（登録商標）（製造元：ダウケミカルカンパニー（Dow Chemical C
ompany））の下で知られているものであってもよい。
【００１８】
　固体担体として、非限定的な例としては、吸収ゴム若しくはポリマー、又は更に封入材
料が挙げられ得る。かかる材料の例は、壁形成及び可塑化材料、例えば、単糖類、二糖類
、三糖類、天然若しくは化工デンプン、親水コロイド、セルロース誘導体、ポリビニルア
セテート、ポリビニルアルコール、タンパク質若しくはペクチン、又は更に参考文献、例
えば、H. Scherz, Hydrokolloide: Stabilisatoren, Dickungs- und Geliermittel in Le
bensmitteln, Band 2 der Schriftenreihe Lebensmittelchemie, Lebensmittelqualitaet
, Behr’s Verlag GmbH & Co., Hamburg, 1996に挙げられた材料を含み得る。カプセル化
は、当業者によく知られている方法であり、例えば、噴霧乾燥、凝集又は更に押出成形な
どの技術を用いて実施され得るか；又はコアセルベーション及び複合コアセルベーション
技術を含むコーティングカプセル化で構成されている。
【００１９】
　「香料ベース」とは、本明細書では少なくとも１つの付香補助成分を含む組成物を意味
する。
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【００２０】
　前記付香補助成分は、本発明の組成物ではない。更に、「付香補助成分」は、本明細書
では、快楽効果を付与する付香調製物又は組成物において使用される化合物を意味する。
換言すれば、付香性のあるものと考えられるべきこのような補助成分は、単に香りを有し
ているものとしてではなく、組成物の香りを肯定的な又は心地良いように付与又は変更す
ることが可能なものとして当業者によって認識されなければならない。
【００２１】
　前記ベース中に存在する付香補助成分の性質及び種類は、本明細書においてより詳細な
説明は行わないが、そのような説明はいずれにせよすべて余すことなく完全に行われるも
のではなく、当業者は、自身の一般的な知識に基づいて、そして意図する使用又は用途及
び所望の感覚刺激効果に応じて、それらを選択することができる。一般的に、これらの付
香補助成分は、アルコール、ラクトン、アルデヒド、ケトン、エステル、エーテル、アセ
テート、ニトリル、テルペノイド、窒素又は硫黄複素環式化合物及び精油などの化学クラ
スに属し、且つ前記付香補助成分は天然又は合成由来であり得る。これらの補助成分の多
くは、いずれの場合も参考テキスト、例えば、S. Arctanderによる書籍、Perfume and Fl
avor Chemicals, 1969年（米国、ニュージャージー州、モントクレア）又はその最新版に
よって、又は同様の性質の他の論文に、並びに香料分野の豊富な特許文献に列記されてい
る。また、前記補助成分が、制御された方法で様々な種類の付香化合物を放出することが
知られた化合物であってもよいことも理解されている。
【００２２】
　「香料補助剤」とは、本明細書では、付加的に追加される利益、例えば、色、特に耐光
性、化学的安定性等を付与することが可能な成分を意味する。香料ベースに一般に使用さ
れる補助剤の性質及び種類は、すべて余すことなく詳細に説明できるものではないが、前
記成分が当業者によく知られていることを述べておきたい。
【００２３】
　本発明の組成物及び少なくとも１つの香料担体からなる本発明の組成物は、本発明の特
定の実施形態並びに本発明の組成物、少なくとも１つの香料担体、少なくとも１つの香料
ベース、及び任意に少なくとも１つの香料補助剤を含む付香組成物である。
【００２４】
　明確にするために、化学合成から直接得られる任意の混合物、例えば、本発明の組成物
が出発、中間又は最終生成物として含まれる、適切に精製されていない反応媒体は、前記
混合物が香料にとって適切な形で本発明の組成物を提供しない限り、本発明による付香組
成物とみなすことができないことも理解されている。従って、未精製の反応混合物は、一
般に、特に断りのない限り、本発明から除外される。
【００２５】
　更に、本発明の組成物は、前記本発明の組成物が添加される消費者製品の香気を肯定的
に付与又は変更するために、現代香料の全ての分野、即ち、香水又は機能香料においても
有利に使用され得る。その結果、本発明の別の対象は、上記で規定されるように、本発明
の組成物を、付香成分として含む付香消費者製品である。
【００２６】
　本発明の組成物は、そのまま又は本発明の付香組成物の一部として添加することができ
る。
【００２７】
　明確にするために、「付香消費者製品」とは、それが適用される表面（例えば、皮膚、
毛髪、テキスタイル、又は家屋内の表面）に少なくとも心地よい付香効果を提供すること
が期待される消費者製品を意味することが言及されなければならない。換言すれば、本発
明による付香消費者製品は、機能的配合物、並びに所望の消費者製品、例えば、洗剤又は
エアフレッシュナーに対応する任意のさらなる有用な薬剤、及び嗅覚的に有効量の少なく
とも１つの本発明の組成物を含む付香された消費者製品である。
【００２８】
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　付香消費者製品の成分の性質及び種類は、本明細書においてより詳細な説明は行わない
が、そのような説明はいずれにせよすべて余すことなく完全に行われるものではなく、当
業者は、自身の一般的な知識に基づいて、及び前記製品の性質及び所望の効果に応じて、
それらを選択することができる。
【００２９】
　適切な付香消費者製品の非限定的な例は、香料、例えば、香水、コロン又はアフターシ
ェーブローション；ファブリックケア製品、例えば、液体又は固体洗剤、布地用柔軟剤、
ファブリックリフレッシャー、アイロン水、紙、又は漂白剤；ボディケア製品、例えば、
ヘアケア製品（例えば、シャンプー、着色調製物又はヘアスプレー）、化粧品（例えば、
バニシングクリーム又は脱臭剤又は制汗剤）、又はスキンケア製品（例えば、付香石鹸、
シャワー用若しくはバス用のムース、オイル若しくはジェル、又は衛生製品）；空気ケア
製品、例えば、エアフレッシュナー又は「すぐに使用できる」粉末エアフレッシュナー、
又はホームケア製品、例えば、ワイプ、食器用洗剤又は硬質表面洗剤であり得る。
【００３０】
　上記の消費者製品の幾つかは、本発明の組成物に対する攻撃的な媒体であり得るので、
例えば、カプセル化によって、又はこれを、酵素、光、熱又はｐＨの変化などの適切な外
部刺激時に本発明の成分を放出するのに適した別の化学物質に化学的に結合させることに
よって、これを早期分解から保護する必要があり得る。
【００３１】
　本発明による組成物を様々な上記物品又は組成物中に組み込むことができる割合は、広
範囲の値内で変化する。これらの値は、付香されるべき物品の性質及び所望の感覚刺激効
果、並びに本発明による組成物が付香補助成分、溶剤又は当該技術分野で通常使用されて
いる添加剤と混合される時の所与のベース中の補助成分の性質に依存する。
【００３２】
　例えば、付香組成物の場合、典型的な濃度は、それらが組み込まれる組成物の重量を基
準として、本発明の組成物の、０．５重量％～４０重量％、又はそれを上回る水準である
。これらを下回る濃度、例えば、物品の重量に対して、０．０１重量％～４．０重量％の
水準の濃度は、本発明の組成物が付香された物品に組み込まれる時に使用することができ
る。
【００３３】
　本発明の組成物、及び実質的に純粋な（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン
－５－オールは、複数の方法に従って調製することができる。実験の部に報告されている
ように、１つの可能性は、ブタ－１－イン－１－イルグリニャール、例えば、ブタ－１－
イン－１－イルマグネシウムクロリドの６－メチル－５－ヘプテン－２－オンへの添加で
ある。得られた５，９－ジメチルデカ－８－エン－３－イン－５－オールの三重結合は、
次に、（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールを選択的に提供する
ために、適切な条件下で還元される（例えば、リンドラー触媒）。同じ中間体は、また、
独国特許第２２２８３３３号に記載されるように塩基性条件下でブタ－１－インを６－メ
チル－５－ヘプテン－２－オンに添加することによって合成され得る。上記のように同じ
出発材料から出発する別のアプローチは、アセチレンの添加を通して、３，７－ジメチル
オクタ－６－エン－１－イン－３－オールを提供し、次いで三重結合をエチル化し、そし
て最終的に、上記のように、三重結合の立体選択的水素化（例えば、リンドラー触媒）に
より（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールをもたらす。
【００３４】
　実施例
　本発明はここで以下の実施例によりさらに詳細に説明され、その際、略語は、当該技術
分野における通常の意味を有し、温度は摂氏度（℃）で示され；ＮＭＲスペクトルデータ
は、１Ｈ及び１３Ｃの場合には３６０ＭＨｚ又は４００ＭＨｚ機を用いてＣＤＣｌ３（特
段記載されない限り）で記録され、化学シフトδは標準としてＴＭＳに関してｐｐｍで示
され、結合定数ＪはＨｚで表される。
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【００３５】
　実施例１
　本発明の組成物の合成
　９８％以上の（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オールを含む組成
物の調製
　ａ）５，９－ジメチルデカ－８－エン－３－イン－５－オール
　５０ｍｌのメチルテトラヒドロフランをブチンで飽和させた。１００ｍｌの３Ｍのメチ
ルマグネシウムクロリドを次に２３℃で５０分かけて滴下し、得られた懸濁液を更に２０
分撹拌した。３６．６ｇのメチルヘプテノンを、ブチンの雰囲気を維持しながら、２時間
かけて反応混合物に添加した。反応混合物を更に２時間撹拌し、クエン酸の希薄水溶液を
、冷却しながら迅速に滴下した。得られた水相を除去し、有機相を希水性クエン酸ナトリ
ウムで中性になるまで洗浄した。濃度及び真空蒸留により１８．４ｇの９９％純粋なプロ
パルギルアルコール（８ミリバールでの沸点：１０３℃）が得られた。
【表２】

【００３６】
　ｂ）（Ｚ）－５，９－ジメチルデカ－３，８－ジエン－５－オール
　１８．８ｇの５，９－ジメチルデカ－８－エン－３－イン－５－オールを、１気圧の水
素下にて２５℃で１５時間３０分にわたり７１ｍｇのリンドラー触媒で処理した。反応混
合物を次いでエーテルで希釈し、濾過した。粗生成物を濃縮し、シリカゲル上のクロマト
グラフィー（ヘプタン／ＭＴＢＥ混合物で溶出）により精製した。所望の画分の濃縮及び
蒸留により５．５ｇの９９％純粋な（０．３／９９．７のＥ／Ｚ比）（Ｚ）－５，９－ジ
メチルデカ－３，８－ジエン－５－オール（０．３ミリバールでの沸点４１℃）が得られ
た。
【表３】

【００３７】
　実施例２
　付香組成物の調製
　カモミールタイプのシャンプー用の付香組成物を、以下の成分を混合することにより調
製した：
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【表４】

＊ジプロピレングリコール中
１）　３－メチル－２－ヘキセニルアセテート；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネー
ブ、スイス
２）　７－プロピル－２Ｈ，４Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピン－３－オン；製造元：フ
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３）　ペンタデカノリド；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
４）　メチルジヒドロジャスモネート；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイ
ス
５）　３－（３，３－／１，１－ジメチル－５－インダニル）プロパナール；製造元：フ
ィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
６）　メチルイオノン異性体の混合物；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイ
ス
７）　３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－２－メチルプロパナール；製造元：ジボ
ダンＳＡ、バーニア、スイス
８）　４－（１，１－ジメチルエチル）－１－シクロヘキシルアセテート；製造元：フィ
ルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
９）　３－メチル－５－シクロペンタデセン－１－オン；製造元：フィルメニッヒＳＡ、
ジュネーブ、スイス
１０）　プロピル（Ｓ）－２－（１，１－ジメチルプロポキシ）プロパノエート；製造元
：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
ａ）配合された特製品；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
【００３８】
　実施例１に記載された３０００重量部の本発明の組成物を上記の付香組成物に添加する
ことにより、フレッシュなフローラル、グリーンの様相が付与され、これは元の組成物の
カモミールノートを強化した。
【００３９】
　本発明の組成物の代わりに、同量の従来技術の（Ｅ）－４，８－ジメチル－２，７－ノ
ナジエン－４－オールを添加した場合、新たな香りは、はっきりとラベンダー／ベルガモ
ットであり、カモミールはほとんどなかった。
【００４０】
　本発明の組成物の代わりに同量の従来技術の２，４，８－トリメチルノナ－２，７－ジ
エン－４－オールを添加した場合、新たな香りは、はっきりとシトラス／ベルガモットで
あり、あまりスパークリングではなかった。
【００４１】
　本発明の組成物の代わりに同量のリナロールを添加した場合、新たな香りは、わずかに
フローラルであり（しかしながら、本発明の組成物よりも少ない）、カモミール及びラベ
ンダーもあまりはっきりとしなかった。
【００４２】
　実施例３
　付香組成物の調製
　柑橘類グレープフルーツタイプの付香組成物を、以下の成分を混合することにより調製
した：
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【表５】

＊ジプロピレングリコール中
１）　２－ペンチル－シクロペンタノン；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、ス
イス
２）　テトラヒドロ－４－メチル－２－フェニル－２Ｈ－ピラン；製造元：フィルメニッ
ヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
３）　メチルシス－ジヒドロジャスモネート；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ
、スイス
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４）　３－（３，３／１，１－ジメチル－５－インダニル）プロパナール；製造元：フィ
ルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
５）　１－（オクタヒドロ－２，３，８，８－テトラメチル－２－ナフタレニル）－１－
エタノン；製造元：ジボダンＳＡ、バーニア、スイス
６）　１－（５，５－ジメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－４－ペンテン－１－
オン；製造元：フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
７）　（２Ｚ）－２－フェニル－２－ヘキセンニトリル；製造元：フィルメニッヒＳＡ、
ジュネーブ、スイス
８）　プロピル（Ｓ）－２－（１，１－ジメチルプロポキシ）プロパノエート；製造元：
フィルメニッヒＳＡ、ジュネーブ、スイス
【００４３】
　３５００部の実施例１に記載された本発明の組成物を上記の付香組成物に添加すること
によりはっきりとした緑茶のコノテーションが付与された。
【００４４】
　本発明の組成物を添加する代わりに同量のリナロールを添加した場合、新たな香りは、
茶の様相ではない、遙かにはっきりとしたホワイトフラワーの様相であった。
【００４５】
　本発明の組成物の代わりに同量の従来技術の（Ｅ）－４，８－ジメチル－２，７－ノナ
ジエン－４－オールを添加した場合、新たな香りは、ラベンダー及びあまりはっきりしな
いグレープフルーツとなった。
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